
　世界各地の様々な社会状況を背景に、多くの女性作家たちがメッセージ性の強
い作品を生み出してきました。それは、男性中心の社会に異議を唱え、性差別の
廃止や権利拡張を目指すフェミニズム運動が 1960-70 年代にかけて欧米を中心に
広がりをみせ、美術界でもその運動に連動した表現が生まれたからです。アジア
地域も例外ではなく、1970 年代頃から人種や階級、宗教や民族間の紛争などの社
会的な諸問題が性差に影響を及ぼしながら、様々な制約のなかで「女性であること」
に向き合う切実な表現が生まれていきました。そうした動向は今でも続いていま
すが、特に現在では、人間の性は多様であるということを前提に、「女性らしさ」
の意味が問い直されながら、日常に潜む様々な性差別や苦悩などを、インターネッ
トなどを通して提議する動きが世界的に広がっています。
　本展は、2020 年という節目の年の最初のコレクション展として、1970 年代から
現在までの約 50 年間に制作されたあじび所蔵の女性作家たちの作品を紹介しま
す。現在、あじびの所蔵作家に占める女性の割合は、約 11％という状況ですが、
そのなかでも特に、自分自身の問題として「女性であること」に向き合いながら、
それをテーマにすえた作家の作品を、〈1970-80 年代〉〈1990 年代〉〈2000 年代以降〉
の年代順に分けて紹介します。
　〈1970-80 年代〉では、根強い家父長制と伝統的な価値観に苦悩しながら、それ
まで描かれる対象であった女性たちが、自らの身体や社会に関心をよせ、「女性で
あること」に向き合い表現を模索した時代の作品を紹介します。〈1990 年代〉では、
多くの女性作家が台頭し、同時に美術表現が多様化するなかで、ジェンダー（社会

的につくりだされた性差）という考え方がアジアの女性作家のなかで共有され、特に女
性の社会的な地位や役割を問い直す作品に注目します。そして多文化主義の広が
りにより、女性をめぐるアイデンティティの問題が複雑に社会と絡み合っていく

〈2000 年代以降〉では、伝統的な女性の手仕事と結びつく繊細な表現やアニメーショ
ンなどにより、女性作家の内面を表現した現代作品を紹介します。
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